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研究成果の概要（和文）：本研究では、現代中東最大のイスラーム主義運動であるムスリム同胞団を対象に、主に現地
調査とアラビア語資料解析によって、中東６ヶ国（エジプト、シリア、ヨルダン、クウェート、パレスチナ、アルジェ
リア）におけるその政治的思想・活動の実態を明らかにし、各国間における同胞団の国際ネットワークの現状を論究し
た。「アラブの春」後の同胞団の政治的台頭・低迷という具体的事例に基づき、その思想と活動を実証的に分析するこ
とで、各国同胞団が独立性を保ちつつも一定の協力関係を維持していると明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The aim of our study project is to explore the political ideologies and 
activities of the Muslim Brotherhoods in Egypt, Syria, Jordan, Kuwait, Palestine and Algeria and their 
international networks by field researches and analyses of Arabic primary sources. Referring to the 
political rises and declines of the MBs after the 'Arab Spring,' we made empirical studies and 
demonstrated that they tried to maintain the cooperative relations while each MB kept its own 
independence.

研究分野：中東地域研究
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１．研究開始当初の背景 
中東最大のイスラーム主義運動であるム
スリム同胞団は、国内外の現代中東研究にお
いてその重要性が常に言及されてきた。しか
し、調査の困難さやイスラーム主義運動への
バイアスから、いくつかの先駆的な研究を除
いては、実態解明は不十分なままに推移して
きた。当時はようやく各国単位の同胞団に関
する実証的研究が登場し始めた段階であっ
た。しかし、これらの研究の多くは、思想、
歴史、政治活動などを断片的・部分的に考察
する研究であり、各国同胞団の実態把握とい
う点からも、比較の視座の点からも、総合的
な同胞団理解には至っていなかった。さらに、
同胞団の国際ネットワークに関する研究は
ほぼ不在であった。 

2011年の「アラブの春」では、同胞団が政
変後の有力政党となる事例（エジプト）や、
抗議活動の牽引役として活躍する事例（ヨル
ダンやシリア）が見られ、同胞団は各国政治
における最重要の政治主体となっていた。し
かし、研究蓄積の不足ゆえ、同胞団に関する
十分な考察を行えないのが現状であった。大
変動に直面する中東政治を的確に理解する
ためには、各国同胞団の実態を正確に整理・
把握し、その政治的役割を中東全域という広
い視座で検証する必要があると考えられた。 
こうした理由から、本研究プロジェクトは、
同胞団研究の抱える上述の問題点の克服、そ
して同胞団の総合的な理解を目指すことを
目的に発足した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、中東６ヶ国（研究プロジ
ェクト発足当初はエジプト、パレスチナ、シ
リア、レバノン、ヨルダンの５ヶ国）におけ
るムスリム同胞団・同胞団系組織を対象に、
その政治思想および活動の実態を明らかに
し、各国間における同胞団ネットワークの現
状を解明することであった。なお、申請期間
中にアルジェリアを追加し、対象国を６ヶ国
にした。これらの作業を通じ、現代中東にお
ける同胞団の総合的研究の構築を目指した。 
当研究が３年間（事業期間延長の承認を受
けて最終的には４年間）の申請期間中に解明
を目指したのは、次の６点であった。 
 
(1) 同胞団・同胞団系組織の活動が顕著な６
ヶ国を対象に、主に文献調査によって、
各国同胞団の創設から現在に至るまでの
発展の歴史を解明すること。 

 
(2) 各国の同胞団の活動指針となる思想構成
について、同胞団創設者ハサン・バンナ
ー、各国同胞団設立者、代表的イデオロ
ーグの著作などから考察し、現在の実際
の活動にいかに反映されているのかを調
べる。文献調査と現地調査により明らか
にすること。 

 

(3) 各国同胞団のリーダーシップ、指導者選
出方法、最高意思決定機関の構成、本部・
地方支部の関係、メンバー・支持者の動
員方法など、組織構造を調べる。政治活
動のみならず、社会奉仕活動についても、
現地調査と文献調査によって明らかにす
ること。 

 
(4) ６ヶ国同胞団の調査（(1)～(3)）を踏まえ、
各国同胞団の組織的・思想的な共通点と
相違点を比較考察から解析することで、
各々の独自性を抽出し、国境を越えた同
胞団の共通性・統一性を発見すること。
また、比較政治学の分析枠組みを活用し、
各国の政治体制・社会情勢の中で同胞団
の政治活動が有する意義を検討すること。 

 
(5) 文献調査と現地調査から、同胞団間の国
際ネットワークの発展経緯と実態を解明
すること。「同胞団国際機構」など制度化
された各国同胞団間のネットワークのみ
ならず、メンバー間の交流などの制度化
されていないネットワークも研究射程に
収めた。同胞団の国際ネットワークの実
態解明により、自立性の強い各国同胞団
に協力関係をもたらす要因を明らかにす
ること。 

 
(6) (1)～(5)を踏まえ、同胞団の政治活動の意
義を現代中東政治という巨視的な視座か
ら論究すること。 

 
３．研究の方法 
 本研究プロジェクトでは、上述の研究目的
を念頭として、具体的には同胞団の思想、組
織構造、国際ネットワークの３点を中心に、
研究会や現地調査などを行い、国内外での学
会発表、各種講演会、論文・図書などの刊行、
国際シンポジウムの開催などによって研究
成果を発信した。 
 
＜平成 24 年度＞ 
 初年度は、情報収集や現地調査など基礎作
業を中心に、各国同胞団の活動実態の解明に
重点を置いた研究活動を進めた。 
(1) 現地調査・文献調査：研究代表者（横田）
は、エジプトにおいて同胞団および傘下
政党「自由公正党」、関連政党「ワサト党」、
現地調査機関などを訪問し、同胞団メン
バー・有識者へインタビューを行った。
研究分担者・末近はバハレーン・英国で
シリア同胞団について、同じく吉川はヨ
ルダンで同国同胞団および傘下政党「イ
スラーム行動戦線党」について、それぞ
れメンバーに対する調査を実施した。各
人が調査地において資料収集に従事し、
それに基づく思想分析を行った。さらに、
NIHUイスラーム地域研究（上智大学拠点）
との協力で、同胞団創設者ハサン・バン



ナーの論考集の翻訳作業を行い、同胞団
思想の分析を進めた。 
(2) 研究会：研究代表者・分担者のみによる
研究会を 1回実施した。NIHU イスラーム
地域研究（上智大学拠点）、京都大学（地
域研究統合情報センター）などとの共催
研究会を計 4回実施した。 
(3) 情報収集・分析：研究代表者・分担者・
協力者が各担当国（エジプト、シリア、
ヨルダン、パレスチナ、クウェート）の
同胞団関連情報を収集し、整理作業を行
った。 
 以上の研究活動によって、これまで解明さ
れなかった各国同胞団の活動実態について、
主に次の点を明らかにした。①各国同胞団の
創設から現在に至るまでの発展の歴史。②各
国同胞団の活動指針となる思想構成、および
創設者バンナーの思想的影響。③各国同胞団
のリーダーシップ、指導者選出方法、意思決
定過程。これらは、これまでの同胞団研究に
おいて十分に分析されなかった課題を解明
する試みであった。 
 
＜平成 25 年度＞ 
平成 25 年度は、各国のムスリム同胞団・
同胞団系組織の活動実態の解明を行うと同
時に、研究プロジェクト構成員の役割分担に
応じた共同研究を行った。また、研究代表者
（横田）と研究分担者（末近・吉川）はハン
ガリーで開催されたPSS-ISA国際学会におい
て成果発表を行った。 
(1) 現地調査・文献調査：研究代表者は、エ
ジプトにおいてムスリム同胞団、関連NGO、
諸協力政党に関する現地調査を実施した。
末近は英国などでシリア同胞団について、
吉川はヨルダンにおいて同胞団と傘下政
党「イスラーム行動戦線」について現地
調査を行った。研究協力者・石黒は、ク
ウェートなど湾岸諸国において同胞団に
関する調査を行った。また、各人が調査
地で資料収集に従事し、それに基づく思
想分析を行った。NIHU イスラーム地域研
究（上智拠点）との協力で、バンナー論
考集の翻訳作業を継続した。 
(2) 研究会：研究代表者・分担者のみによる
研究会を 1回実施した。NIHU イスラーム
地域研究（上智大学拠点）などとの共催
研究会を計 3回実施した。 
(3) 情報収集・分析：研究代表者・分担者・
協力者が各担当国（エジプト、シリア、
ヨルダン、パレスチナ、クウェート）の
同胞団関連情報を収集し、整理作業を行
った。 
 以上の研究活動によって、これまで十分に
解明されてこなかった中東諸国の同胞団の
活動実態について次の点を明らかにした。①
各国同胞団の歴史、現状、思想、組織構造。
②各国同胞団の活動指針へのバンナー思想
の影響。③各国同胞団の国際的連関。 
 

＜平成 26 年度＞ 
 当初予定では最終年度である当年度は、各
国同胞団の諸活動と国際的ネットワークの
実態分析および研究成果の取りまとめを行
った。研究代表者（横田）と研究分担者（末
近・吉川）はポーランドで開催された ISA-PDG
国際学会において成果発表を行った。また、
研究プロジェクトの総括として、エジプト・
アルジェリアから有識者・研究者を招聘し、
国際シンポジウムを上智大学イスラーム地
域研究センターとの共催で実施した。研究代
表者が編者となり、当該シンポジウム論集
「Revisiting Islamism in the Middle East 
after the ‘Arab Spring’」を刊行した。 
(1) 現地調査・文献調査：研究代表者は、エ
ジプト・英国・トルコにおいて同胞団、
関連 NGO、諸協力政党に関する現地調査
を実施した。末近はシリア同胞団、吉川
はヨルダン同胞団について訪問聞き取り
調査実施した。研究協力者・渡邊は、ア
ルジェリアでイスラーム主義運動に関す
る現地調査を行った。また、NIHU イスラ
ーム地域研究（上智拠点）との協力で、
バンナー論考集の翻訳作業を継続した。
その成果として、研究代表者が編訳者の
一人となり、『ムスリム同胞団の思想―ハ
サン・バンナー論考集』（上巻）を刊行し
た。 
(2) 研究会： NIHU イスラーム地域研究（上
智大学拠点）などとの共催研究会を計 4
回実施した。 
(3) 情報収集・分析：研究代表者・分担者・
協力者が各担当国（エジプト、シリア、
ヨルダン、パレスチナ、クウェート、ア
ルジェリア）の同胞団関連情報を収集し、
整理作業を行った。 
 
＜平成 27 年度＞ 
 申請期間中にエジプトにおける政変が起
こり、現地調査が困難となったため、当該年
度について1年間の事業期間延長の承認を受
けた。追加的な現地調査として、研究代表者
がエジプト同胞団について、トルコ亡命中の
同胞団メンバー・関係者に対する訪問調査を
実施した。上智大学研究センターとの共催で
研究会を 1回開催した。また、研究代表者が
編訳者の一人となり、『ムスリム同胞団の思
想―ハサン・バンナー論考集』（下巻）を刊
行した。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、研究代表者、分担者、協
力者がそれぞれの分担に応じた成果を国内
外学会での発表、研究論文・図書の刊行、各
種講演などの形で公表済みである。研究プロ
ジェクト発足当初の目的に照らし合わせる
と、おおむね次のとおりとなる。 
 まず、各国同胞団の活動実態・思想・組織
形態については、現地調査および一次資料解
析によって実態解明を行った。研究プロジェ



クトは「アラブの春」後の同胞団の政治的台
頭と退潮の時期と重なったため調査が急速
に困難となったが、各国同胞団が各々の置か
れた政治・社会状況に応じて、活動内容や組
織形態を柔軟に変化させていることが明ら
かになった。また、バンナー思想は同胞団思
想の根幹をなす思想である一方、各国の政治
的文脈の中で他の同胞団思想家の重要性も
増減した。そこには、各国同胞団の独立性、
自立性／自律性を指摘することができる。 
 同胞団の国際的ネットワークについては、
各国同胞団の姿勢に濃淡がうかがえるもの
の、各国同胞団の独立性や自立性／自律性を
担保した形で、一定の協力関係が維持されて
いることが明らかになった。いずれも、精神
的・個人的紐帯については否定することがな
く、各国同胞団間の関係強化には肯定的であ
ったが、状況に応じて変化しうるものである
ことがうかがえた。 
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